
地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

岐阜県 山県市

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

岐阜県 山県市

０５８１－２２－６８４５

教育委員会生涯学習課



2

基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

１ 現状

□部活動加入率７９％（前年比６％減）

【割合：運動系７２％、文化系２８％】

□平日活動日 週１日（冬季はなし）

・３校合同部活動（バス送迎）

□今後１０年で市内中学生３５％減

・本年６１２人→２０３２年４００人

□市合同部活動の推進

・運動系１０部、文化系４部

□総合型地域スポーツクラブとの連携

・２００１年度から休日は地域で実践

２ 課題

■休日部活動の地域移行の拡大を図る

■生徒の意識をつかみ、指導改善につなぐ

■総合型地域スポーツクラブと体育協会との

協力体制を強化する

■休日の部活動移動支援バス等の運行支

援による保護者負担の軽減を図る

■日頃の指導改善につながる研修会を開催

し、指導者のスキルアップを図る

面積 総面積221.98k㎡

人口 24,811人

公立中学校数 ３校

公立中学校生徒数 ５８４人

部活動数
２７ 部活

＊後期２２ 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

山県市立小･中学校の児童生徒数推計表より作成 山県市立中学校への調査結果より作成
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会(生涯学習課)主管課

・コーディネータ―（総合型クラブと学校、市教委との連絡調整）

・部活動の地域移行事業の方針と事業展開

・地域指導者研修会（県及び市）

◉教育委員会(学校教育課)

・山県市合同学校部活動の推進に係る方針、年度計画作成

・平日部活動の送迎バス運行

・地域移行に関する諸課題・事業の共有と協議

令和６年 ４月 主任指導者との打合せ・確認

令和６年 ６月 第１回スキルアップ研修会
(暴力根絶・救急法・熱中症予防)

令和６年 ８月 第２回種目別スキルアップ研修会
(バスケットボールクリニック)

令和６年 ８月 新たな地域スポーツ環境を考える会
(スポーツリンク白川視察研修）

令和６年 ９月 新たな地域スポーツ環境を考える会
(関係団体との連携強化)

令和６年 ９月 今後の部活動方針を発信
(中学校長会）

令和６年 ９月 中学生スクール訪問
(TSC倫理委員会訪問）

令和６年 ９月 中学生への意識調査実施

令和６年１１月 第３回スキルアップ研修会
(体力測定の生かし方）

令和７年 １月 第４回スキルアップ研修会
(冬季のトレーニング指導）

令和７年 ２月 来年度の方針に係る関係者協議
(TSC.中学校長会.市教委)

令和７年 ３月 地域部活動種目関係者打合せ
(顧問・主任コーチ・保護者会代表)
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 市内３校 実施した地域クラブ総数 １2クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） １２ クラブ（１２部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） ０ クラブ

全体の指導者数 46人 全体の運営スタッフ数 5人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

バレーボール
月 4 回／
週 1 回

13:00-16:00
１年‐７人
２年-７人
３年-９人

4/1～
3/31

美山中学校
体育館

３人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

ハンドボール
月 4 回／
週 1 回 9:00-12:30

１年‐14人
２年-15人
３年-２人

4/1～
3/31

高富中学校
体育館

4 人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

剣 道
月 4 回／
週 1 回 9:00-12:30

１年‐３人
２年-４人
３年-５人

4/1～
3/31

総合体育館
多目的ﾎｰﾙ

4 人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

女子
バスケット
(新)

月 4 回／
週 1 回 13:00-16:00

１年‐14人
２年-６人
３年-３人

4/1～
3/31

高富中学校
体育館 ６人

４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

バドミントン
月 4 回／
週 1 回 9:00-12:00

１年‐19人
２年-９人
３年-17人

4/1～
3/31

総合体育館 ３人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

卓球(新)
月 4 回／
週 1 回 9:00-12:00

１年‐７人
２年-11人
３年-３人

4/1～
3/31

高富中央
公民館

３人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

男子／女子
ソフトテニス

月 4 回／
週 1 回

9:00-12:00
１年‐６人
２年-14人
３年-10人

4/1～
3/31

総合テニス
コート

６人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

陸上(新)
月 4 回／
週 1 回

9:00-12:00
１年‐５人
２年-５人
３年-６人

4/1～
3/31

高富中学校
グラウンド

３人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団体
種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数 実施時間帯
参加者

（学年別）
実施期間 活動場所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

ソフトボール
月 4 回／
週 1 回

9:00-13:00
１年‐５人
２年-１人
３年-３人

4/1～
3/31

伊自良中
・総合グラウ
ンド

４人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

軟式野球
月 4 回／
週 1 回

9:00-13:00
１年‐８人
２年-５人
３年-10人

4/1～
10/31

総合
グラウンド

５人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

NPO法人
チーム
ヤマガタ
スポーツ
クラブ

総合型
地域SC

サッカー(新)
月 4 回／
週 1 回

9:00-11:00
１年‐３人
２年-６人
３年-７人

9/1～
3/31

高富中学校
グラウンド

４人
４ 人
(内兼務３人)

年会費
市内7800円
市外8800円

中体連：部
活動
その他：地域
クラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

「TSCスクール生体力測定会」
令和6年11月30日(土) 7種目37名参加
測定項目：反復横とび、５方向走、立ち幅跳び、垂直とび
測定員：TSCコーチ（指導者研修として参加）

「TSCスクール冬季トレーニング教室」
令和7年1月25日(土)
テーマ「走る・跳ぶ・投げる能力を高める」
講師：岐阜県スポーツ科学センター研究員

運営主体「TSC」作成要項
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

ソフトボール、ハンドボール、バドミントン
軟式野球、卓球、陸上競技、剣道
女子バスケット、サッカー、男子ソフトテニ
ス、女子ソフトテニス、女子バレーボール

運営団体名 NPO法人チームヤマガタスポーツクラブ

期間と日数
期間：4月～3月
日数：月4回程度

指導者の主な属性 クラブ登録コーチ

活動場所 総合運動場、中学校グラウンド・体育館

主な移動手段 各自移動（保護者送迎）

１人あたりの参加会費
等（年額）

入会金(初年度)1,000円
年会費6,000円
（3年生は半期3,000円選択可能）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●NPO法人チームヤマガタスポーツクラブ 活動概要

●統括責任者 理事長兼事務局長

役割：事業の総括、全種目共通取組事項の提示

●主任指導者 各種目１名

役割：活動計画･指導方針立案、顧問との連携、管理と指導を行う

●担当指導者 各種目２名

役割：技術指導、安全管理指導を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等
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取組内容

2.実証内容と成果

・市コーディネーターによる運営団

体と中学校との連絡調整を行う。

・運営団体の事務局と担当指

導者による連携を強化し、円滑

な地域クラブ活動の実施に取り

組む。

・市教委・運営団体合同訪問

事業を通じて、指導運営実態を

把握し、指導助言を行う。

・休日地域クラブ活動のバスによ

る送迎の需要調査を行う。

◯昨年度は、地域移行に係る連絡調整をコー

ディネーターが 細やかに行ってきたが、本年度

は中学校(校長会、部活動主任）及び運営

団体の総合型地域スポーツクラブTSCが主体

的に動いてもらえるようにした。運営団体事務

局は事務の流れを把握し、円滑に関係者との

連絡調整を行うことができた。また、中学校長

会は市の方針を理解し、具体的な方針を作

成し、学校側の理解が深まってきた。特に、中

体連大会に地域クラブとして２種目が参加した

が、顧問・主任コーチが中体連担当者への確

認や生徒・保護者への説明を着実に行い、円

滑に参加することができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

□週１回の運営団体事務局とのミーティングを実施した。

□運営団体が行う指導者研修会の企画立案に係る指導助言を行った。

□種目関係者(顧問・コーチ・保護者会)からの質問や相談を受け、状況

に応じて適切に対応できるように指導助言を行った。

■市内３校の合同部活動の休日活動に係る保護者負担を軽減する

ためのバス送迎予算化に向けた市との協議を行う必要がある。

■受益者負担と公費負担並びに運営団体への委託費などについての

市との協議が必要である。

今後の部活動について（抜粋） 令和6年9月6日 中学校長会
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

TSC倫理委員会 中学生スクール訪問

９月２１日(土)に６種目を訪問し、活動見学と委員長からの激励を行った。

訪問後にクラブハウスで意見交流を行い、訪問の感想を後日まとめて配信した。

本年度から新たに加わった種目 「サッカー」「陸上競技」への訪問

「バスケットボール女子」への訪問 「ソフトテニス男子・女子」への訪問

「バドミントン」への訪問 新チームから市合同部となった「剣道」への訪問

TSC倫理委員会 中学生スクール訪問の様子

運営主体「TSC」作成資料
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

■各委員からは、昨年度のように全学年が揃う中体連大会前の６月頃

に来年度は実施してほしいと要望があった。

■また、全体に対して「今日の目標や課題を全体や個人で明確にもち、

練習することを大切にしてほしい。パフォーマンス向上に有効である。」

と委員から助言があり、各コーチに広げていきたい。

取組の成果

TSC倫理委員会 中学生スクール訪問

◯元教育長・小中校長、保健体育科教員OB、元高校バレー監督、

県バドミントン協会役員などの実績のあるメンバーで構成された倫理

委員会メンバーであり、中学生への望ましい指導について短時間での

訪問であっても、よさや課題を見いだすことができた。

以下に、TSC作成の委員感想メモを記載する。
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取組内容

2.実証内容と成果

第１回（市体育協会と合同開催） 参加21人

６月８日(土) 13:30～16:30 山県市総合体育館

講義「子どもの権利とスポーツの原則」

講義と演習「救急法及び熱中症予防を学ぶ」

講師 JSPOジュニアスポーツ指導員,日本赤十字社認定救急法指導員

第2回 コーチングクリニック 参加指導者5人・生徒28人

８月４日(日) 13:00～16:00 高富中学校体育館

「バスケットボールのスキルアップを図る効果的なトレーニング」

講師 中部学院大学男子バスケットボール部顧問

第3回 コーチングクリニック 参加指導者18人･生徒37人

１１月３０日(土)18:30～20:30 山県市総合体育館

「体力測定を指導に生かす」（兼．スクール生体力測定会）

講師 JATI認定 特別上級トレーニング指導者

第４回 コーチングクリニック

１月２５日(土)13:30～16:00 山県市総合体育館

「走る･跳ぶ･投げる能力を高める」冬季トレーニングの実践

講師 岐阜県スポーツ科学センター 研究員他

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保② オ：内容の充実①

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

指導者研修会の開催

「第1回研修会」 講義：子どもの権利とスポーツの原則 演習：救急法

「第２回研修会」 バスケットボールのスキルアップを図る効果的なトレーニング

「第３回研修会」 敏捷性2種目・パワー2種目の正しい測定、測定結果の生かし方を学ぶ

指導者研修会の様子
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

■本年度第１回の研修会は定番として多くの指導者が参加しやすい

日にちを設定する。

■種目別のクリニック形式は好評であり、来年度も希望種目について

実施できるようにしたい。岐阜県スポーツ科学トレーニングセンターの

助言をいただきながら、効果的な指導方法を取り入れていきたい。

取組の成果

指導者研修会の開催

◯第１回の研修は、体育協会と総合型地域スポーツクラブによる合同

研修会（コンプライアンス研修）として開催したことにより、市内スポ

ーツ団体との連携の一歩とすることができた。

◯第２回の研修は、指導法の研修を希望する種目別クリニックとして

バスケットボールが取り組んだ。中部学院大学顧問を講師に招き、

開催したが、その後も講師のご厚意により数回にわたって指導に来て

いただくことができ、指導法の工夫改善につながっている。

◯第３回の研修は、「スポーツ科学を取り入れた指導改善」をねらいと

して開催した。指導者は７種目１６人、生徒は７種目３７人が

参加した。生徒には、個票を後日配布し、主任コーチには一覧を提供

することができた。

◯第４回の研修は、１月２５日に実施するが、第３回の研修とつな

いだ冬季のトレーニング指導を実施する。講師には、岐阜県スポーツ

科学センターに依頼している。

TSC作成「参加中学生に提供した体力テスト記録表」

実施後にコーチとの意見交流（上）

講師からの生徒への助言(下)

オ：内容の充実①
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取組内容

2.実証内容と成果

・総合型地域スポーツクラブ、体

育協会、スポーツ少年団、ス

ポーツ推進委員など市のスポーツ

を推進する団体の連携を強化す

る。

①山県市スポーツ座談会(仮称) 6月22日(土)

各団体事業の成果と課題を元に今後のスポーツ推進

に係る意見交流を行った。

参加者は、有識者3人、スポーツ団体代表者6人、

教育長、行政担当者6人の15人。

②先進地視察（白川町） ８月５日(月)

(一社)スポーツリンク白川設立までの取組及び部活動

の地域移行の取組について視察を行った。

参加者はスポーツ団体4人、行政4人。

③山県市スポーツ座談会(仮称) 9月2日(月)

先進地視察を終えた感想を交流し、本市にあった取組

について意見交流を行った。出席は、視察参加者。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の概要

今後の課題と対応方針・スポーツ座談会(仮称)を行い、各団体の事業について理解を深めるとともに、今後のスポーツ推進

に係る夢や願いを語り合うことができた。

・スポーツリンク白川の視察を通じて、設立までの苦労や努力、熱意を知ると共に部活動の地域移

行の取組も含めて参考になることが多く、「山県市モデル」（山県市の実情に合ったやり方）を見出

していくために貴重な機会となった。

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の内容

・山県市スポーツ座談会（仮

称）を開催する。

・先進地として、一般社団法人

スポーツリンク白川への視察を行

う。

取組の成果

・多世代、多志向に応えるプログラム（体験、教

室、大会等）を整備する上で、体育協会、ス

ポーツ推進委員等の団体が積極的に参画でき

るように連携を強化していく。

「スポーツリンク白川への視察の様子」
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 エ：面的・広域的な取組

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

○市内3中学校の部活動を

地域移行の取組促進

○地域クラブでの大会参加の

取組促進

◎休日は地域クラブで12種目

・軟式野球(10月以降は学校)

・ソフトボール ・サッカー ・陸上

・女子バレー ・女子バスケ

・ハンドボール ・バドミントン

・剣道 ・卓球 ・男女ソフトテニス

◎地域クラブでの大会参加2種目

・陸上競技 ・卓球

■地域クラブ指導者を確保する。

・柔道（昨年度末で引退）

・軟式野球(10月で退任)

■部員数不足の種目の対応を

学校側と協議する。

・休廃部、他校(他市)との合同の

方針を明確にする。

取組事項 活動種目

今後の課題と対応方針取組の成果

市外中学校との合同活動

「サッカー」クラブ同士の合同練習

休日は、TSCサッカースクールで

岐阜市三輪中学校（みわスポー

ツクラブ）と合同練習を実施してい

る。お互いに後期は部員数が不足

していたことがきっかけである。

このケースは、運営主体TSCや

顧問と協議を行い、安定的に持続

できるように進めてきた。

市外中学校からも参加

「卓球」「陸上」「バレーボール」等

市外中学生の参加

・卓球には卓球部のない岐阜市の

中学校から数名参加している。

・陸上には近隣市の中学校から

練習環境としてTSC会員となり

活動している生徒もいる。

・女子バレーボールも陸上と同様に

練習に参加している生徒がいる。

○休日地域部活動は、昨年度８部

から本年度１２部に増加した。

○地域クラブでの大会参加は本年度

からであったが、陸上と卓球の２部が

参加した。

○地域移行種目は、関係者の理解

を得て円滑に実施できた。

山県市教育委員会生涯学習課作成資料
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実②

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

〇競技力向上を志向する生徒

へのプログラムを展開する。

・バスケットボール教室

・体力測定会

・冬季トレーニング教室

※活動の詳細は、取組項目

イ：指導者の質の保障・量の確

保②に掲載した。

〇参加生徒への意識調査を実

施し、指導改善につなぐ。

・実施時期 9月

・対象 1,2年生会員

意識調査対象

□調査対象は生徒のみ。

・昨年度、生徒・保護者・コーチ・

顧問に調査を実施した。本年度

は生徒の満足度を中心に調査

し、指導改善(内容の充実)に

生かすようにした。

意識調査人数

□119人(1,2年生会員)

・バレーボール８ ・サッカー8

・ハンドボール28 ・卓球7

・ソフトボール3 ・剣道7

・バスケットボール10

・バドミントン10 ・陸上競技6

・軟式野球11 ・ソフトテニス21

取組の成果

①加入の目的は、「楽しく,向上」が最も多かった。

②TSC活動満足度「4.1」 昨年度と同じ。

③体力/技能の満足度「3.9」 昨年度より0.2ポイント下がった。

④仲間関係満足度「4.1」 昨年度と同じ。

⑤活動日数 学校部活動「60％」 TSC活動「70％」が適当。

活動時間 学校部活動「79％」 TSC活動「75％」が適当。

⑥コーチ指導の満足度「4.0」(4以上が7種目、内4.5以上は4種目)

⑦コーチ指導の感想

指導がわかりやすい「77％」 体力・技能が向上している「75％」

指導が厳しい・わかりにくいが「14％」（一部の種目）

⑧改善を期待すること

・方針、頻度、活動内容、指導等に関する意見が出された。

・活動内容と指導に関する記述が最も多かった。

★本結果は、各指導者、TSC理事会にて報告され、指導改善への参考と

するように取組がなされた。
今後の課題と対応方針

■「学び続ける・生徒と共に成長するコーチ」を育成するために、「生徒の声」を真摯に受け止め、「勝利至上主義やマンネリ化した指導」に陥ることなく、課題

解決につながる研修会を開催し、スキルアップを図っていく。



16

取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

TSCは、2001年以来、要保護・

準要保護家庭の山県市内小・中

学生会費について、年会費を扶助

している。

山県市就学援助費支給の可否

決定通知書の認定の証明書を持

参の上、捺印を頂き申請としている。

○扶助申請の提出に伴い、既納金額を返金

扶助額(全額返金) ¥7,800

(内訳) 入会金￥1,000

年会費￥6,000

スポーツ保険￥800

取組事項 要保護・準要保護家庭の生徒への支援

■扶助内容

【扶助対象者内訳】

１年生→５人 ２年生→３人 ３年生→１人

【返金額】

￥7,800→４人 (合計¥31,200）

￥6,800→５人 (合計¥34,000) 2期申請者

■本年度の実績

TSC入会案内（会費等）

取組の成果

今後の課題と対応方針TSC扶助制度の対象者と扶助内容

TSCホームページ、市内中学校に募集チラシととも
に扶助制度について周知を図っている。

「TSC募集チラシより（抜粋）」 「TSC扶助制度についての案内より（抜粋）」

■扶助制度の周知は図られ

てきたが、今後受益者負担と

公的支援のバランスについて

方針を明確にする必要がある。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

■学校部活動を地域部活動へスライドさせることが目的ではなく、中学生にとって豊か

な体験や学びの機会を提供することが大切になるため、学校側とも内容について検

討していく。

■指導者謝金について、休日学校部活動に従事した際の顧問への手当金額を参

考として設定を見直していく。

■総合型地域スポーツクラブと体育協会、スポーツ少年団、スポーツ推進委員による

連携体制を構築し、中学生だけでなく、市民スポーツ活動の充実を図る。

●今後に向けて

１ 山県市合同部活動の推進と体制整備

少子化が進む現状を見据えた取組である「山県市

合同部活動」(令和2年度から推進)は、6年度の後

期では、22部中17部(昨年度12部)と大きく増え、

単一校部活動は4部(昨年度12部)と大きく減少し

ている。来年度中には、すべての部が「合同部活動」

となる見込である。

２ 地域部活動への移行を推進

休日地域部活動に参加した部活動は、昨年度の

運動系８種目9部から本年度は11種目12部に増

えた。このうち、軟式野球は11月から地域指導者体

制が確保できなくなり、現在は学校部活動として行っ

ている。

中体連大会には、陸上と卓球の2種目がTSCで登

録し、参加した。

３ 指導改善と内容の充実を図る取組

指導者研修会について、年間4回実施した。生徒

への指導に生かすことを大切にした取組を行い、コー

チと生徒が一緒に学ぶ機会を提供することができた。

○山県市合同部活動種目の推進については、山県市中学校長会が市の方針を受

けて、主体的に具体的な取組方針を発信したことが有効であったと考える。

○休日地域部活動への参加については、各部活動関係者の了解が得られることを

前提として進めており、コーディネーターやTSC事務局が相談に乗りながら進めてきた。

○中体連等の大会への地域クラブでの参加については、陸上と卓球の2種目であった

が、TSCとして大会参加基準を明確にしたことにより、判断がしやすくなった。

○地域部活動を推進するために、地域指導者の確保と質の保障は最も重要な条件

の一つである。研修会の開催にあたっては、指導者の希望や生徒への還元を大切に

して研修会の内容を工夫することが大切である。
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中学生への意識調査結果

2.実証内容と成果②

【中学生会員への意識調査結果－１】 【中学生会員への意識調査結果－２】
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中学生への意識調査結果

2.実証内容と成果②

【中学生会員への意識調査結果－３】 【学校/保護者説明資料 山県市教育委員会作成】

山県市立中学校部活動の地域移行プラン
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2.実証内容と成果②

【学校/保護者説明資料 山県市教育委員会作成】

山県市立中学校部活動の地域移行プラン説明資料
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【バドミントンスクール】 【ソフトテニススクール】

【サッカースクール】 【バスケットボールスクール】
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【体力測定会参加者への説明】

【5方向走】

【立ち幅とび】 【垂直とび】

【反復横とび】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

令和４年

推進会議
設置/協議

地域部活動
モデル先行実施

令和５年 令和８年 令和９年

教員意識調査
地域団体打診

方針・計画
受け皿団体

地域クラブ活動
完全実施

地域クラブ活動
平日も実施

「山県市合同部活動」開始

●市教委

・少子化と安定的活動保障

学校の枠を超えた参加環境

●経過

・令和2年度開始 2種目

・令和3年度 10種目

・令和5年度 11種目

●実施にあたって生じた課題

・拠点校への移動→バス運行

(水曜日放課後バス運行)

●実施内容、工夫した点 等

・合同部活動の必要性理解

・関係者の合意を得て

山県市地域部活動推進会議

●委員構成

・元大学教授・元教育長

・地域団体・保護者代表

・学校代表・教育長

・市教委担当

●経過

・年3回会議開催

・部活動の現状と課題

・山県市に合った方策

●実施にあたって生じた課題

・文化系の受け皿団体困難

・一律実施は困難

●実施内容、工夫した点 等

・一律でなく「できることから」

行う段階的に試行しながら

検証していく。

「地域部活動モデル事業」開始

●運営団体(運動系）

NPO法人TSC

●経過

・モデル種目の選定はTSCと

連携している部から実施

●実施にあたって生じた課題

・会費・移動負担・他クラブ

加入生徒等から合意が得

られなかった部があった。

●実施内容、工夫した点 等

・運営団体の運営や指導上

の課題に対して、コーディネ

ーターを中心に働きかけて

軌道に乗せるようにした。

「地域クラブ活動」完全実施

●方針

・山県市合同部活動移行

・休日部活動の完全移行

・平日放課後も完全移行

（希望教員は職専免で）

●課題と対策

・活動場所への移動支援

→送迎バス運行支援

→平日1日＋土曜日

・大会への地域クラブ参加

→大会参加基準の明確化

・受益者負担と支援方針

・文化系部活動の地域移行

→指導者確保

→学校施設の使用方法

・多様なニーズと地域環境
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3.今後の方向性


